
・効果的なプロモーション
・森林におけるキャンプのルールづくり

３年間目標：全都道府県で展開、設置区画数1000区画、事業規模１億円
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取組の概要

事業目標ビジネスモデル

田口 房国（株式会社山共）
～森林レンタルサービス forenta～

○利用頻度の少ない森林空間を都市部の人に年間契約でレンタル。

○都市部ではできないリアルな体験を気軽に体感してもらうことで、田舎と都市部が補完し合う関係を構築。

基本情報

●事業実施地域
：岐阜県東白川村
FC展開（北海道、静岡県、
岐阜県、京都府、福岡県）

●経歴等：
・林業・木材事業者
●主力商品・イベント：
・キャンパー向けの森林レンタルサ―ビス

●活用した支援施策：
・特になし

ウェブサイト▶https://www.forenta.net/

○未整備のそのままの森林を利用することによって、初期投資（インフラ整備・整地）
やランニングコストを可能な限り抑え、木材生産と並行して毎年森林から安定収入を
得ることができる。

○山主が副業として運営可能片付けやチェックイン業務がなく、空き時間を利用して運
営ができる。

○１ha当たりの年間利益は約50万円（同じ面積でヒノキの木材生産をする場合の約50
倍）、利益率が約80％となる。

○全国１４地域３４０区画で事業展開中。

求める支援、協業先等
各地域の
森林所有者

都市部の
キャン
パー等

一部自社所有森林の
レンタルも実施

フランチャイズ契約
年間レンタル

事業を始めたきっかけ
○デジタル化・効率化・便利さが都市部に比べ遅れ、子供や若い世代の減少、活気や自
信の喪失により、「田舎はいらない存在なのか？」、補助金がないと林業経営が難し
い、山主がほとんど森林に足を運ばない、固定資産税や管理のことを考えると相続さ
せたくないなど、「林業や森林経営は無理なのか？」と自問する中で、森林を活用し
たビジネスを着想。

https://www.forenta.net/
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